
JP 6122568 B2 2017.4.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバックライト光源を駆動するバックライト用駆動基板において、
　液晶用駆動基板から表示モード切り替え信号及び同期信号を受信し、前記表示モード切
り替え信号及び前記同期信号に基づいて前記バックライト光源に対応する第一パルス幅変
調信号を生成するマイクロプロセッサーであって、前記バックライト用駆動基板と前記液
晶用駆動基板との間は３つの接続線によって接続されるマイクロプロセッサーと、
　前記第一パルス幅変調信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流のデューティ
比を制御する定電流駆動チップとを備え、
　前記定電流駆動チップは、前記表示モード切り替え信号を更に受信し、前記表示モード
切り替え信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流の振幅を制御し、
　前記定電流駆動チップは、前記バックライト光源にそれぞれ対応する比較器及び第一制
御スイッチを備え、前記比較器の非反転入力端は前記表示モード切り替え信号に接続され
、前記比較器の反転入力端は前記第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を
介して接地し、前記比較器の出力端は前記第一制御スイッチの制御端に接続され、前記第
一制御スイッチの第二端は前記バックライト光源の一端に接続され、前記第一制御スイッ
チの制御端は前記第一パルス幅変調信号に接続され、異なる表示モードにおいて、前記表
示モード切り替え信号は、前記比較器の非反転入力端が異なる電圧値を生成することによ
り、前記バックライト光源に流れる電流の振幅を制御することを特徴とするバックライト
用駆動基板。
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【請求項２】
　前記バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、前記電源モジュールは、前
記バックライト光源の他端に接続されて前記バックライト光源に給電することを特徴とす
る請求項１に記載のバックライト用駆動基板。
【請求項３】
　複数のバックライト光源を駆動するバックライト用駆動基板において、
　液晶用駆動基板から表示モード切り替え信号及び同期信号を受信し、前記表示モード切
り替え信号及び前記同期信号に基づいて前記バックライト光源に対応する第一パルス幅変
調信号を生成するマイクロプロセッサーと、
　前記第一パルス幅変調信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流の作動状態を
制御する定電流駆動チップとを備え、
　前記定電流駆動チップは、前記第一パルス幅変調信号に基づいて前記バックライト光源
に流れる電流のデューティ比を制御し、
　前記定電流駆動チップは、前記表示モード切り替え信号を更に受信し、前記表示モード
切り替え信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流の振幅を制御し、
　前記定電流駆動チップは、前記バックライト光源にそれぞれ対応する比較器及び第一制
御スイッチを備え、前記比較器の非反転入力端は前記表示モード切り替え信号に接続され
、前記比較器の反転入力端は前記第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を
介して接地し、前記比較器の出力端は前記第一制御スイッチの制御端に接続され、前記第
一制御スイッチの第二端は前記バックライト光源の一端に接続され、前記第一制御スイッ
チの制御端は前記第一パルス幅変調信号に接続され、異なる表示モードにおいて、前記表
示モード切り替え信号は、前記比較器の非反転入力端が異なる電圧値を生成することによ
り、前記バックライト光源に流れる電流の振幅を制御することを特徴とするバックライト
用駆動基板。
【請求項４】
　前記バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、前記電源モジュールは、前
記バックライト光源の他端に接続されて前記バックライト光源に給電することを特徴とす
る請求項３に記載のバックライト用駆動基板。
【請求項５】
　前記電源モジュールは、インダクタと、第二制御スイッチと、整流ダイオードと、キャ
パシタとを備え、前記インダクタの一端は電源電圧に接続され、前記第二制御スイッチの
第一端は前記インダクタの他端に接続され、前記第二制御スイッチの第二端は接地し、前
記整流ダイオードの正極は前記インダクタの他端に接続され、前記整流ダイオードの負極
は前記バックライト光源の他端に接続され、前記キャパシタの一端は前記整流ダイオード
と前記バックライト光源との間に接続され、前記キャパシタの他端は接地し、前記第二制
御スイッチの制御端は第二パルス幅変調信号に接続されることを特徴とする請求項４に記
載のバックライト用駆動基板。
【請求項６】
　前記バックライト光源はＬＥＤ列であり、前記ＬＥＤ列の正極は前記電源モジュールに
接続され、前記ＬＥＤ列の負極は前記第一制御スイッチの第二端に接続されることを特徴
とする請求項４に記載のバックライト用駆動基板。
【請求項７】
　前記バックライト用駆動基板と前記液晶用駆動基板との間はグランド接続されることを
特徴とする請求項３に記載のバックライト用駆動基板。
【請求項８】
　前記表示モード切り替え信号は２Ｄ／３Ｄ切り替え信号であることを特徴とする請求項
３に記載のバックライト用駆動基板。
【請求項９】
　液晶用駆動基板、複数のバックライト光源及びバックライト用駆動基板を備える液晶表
示装置において、
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　前記バックライト用駆動基板は、
　液晶用駆動基板から表示モード切り替え信号及び同期信号を受信し、前記表示モード切
り替え信号及び前記同期信号に基づいて前記バックライト光源に対応する第一パルス幅変
調信号を生成するマイクロプロセッサーと、
　前記第一パルス幅変調信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流の作動状態を
制御する定電流駆動チップとを備え、
　前記定電流駆動チップは、前記第一パルス幅変調信号に基づいて前記バックライト光源
に流れる電流のデューティ比を制御し、
　前記定電流駆動チップは、前記表示モード切り替え信号を更に受信し、前記表示モード
切り替え信号に基づいて前記バックライト光源に流れる電流の振幅を制御し、
　前記定電流駆動チップは、前記バックライト光源に対応する比較器及び第一制御スイッ
チを備え、前記比較器の非反転入力端は前記表示モード切り替え信号に接続され、前記比
較器の反転入力端は前記第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を介して接
地し、前記比較器の出力端は前記第一制御スイッチの制御端に接続され、前記第一制御ス
イッチの第二端は前記バックライト光源の一端に接続され、前記第一制御スイッチの制御
端は前記第一パルス幅変調信号に接続され、異なる表示モードにおいて、前記表示モード
切り替え信号は、前記比較器の非反転入力端が異なる電圧値を生成することにより、前記
バックライト光源に流れる電流の振幅を制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、前記電源モジュールは、前
記バックライト光源の他端に接続されて前記バックライト光源に給電することを特徴とす
る請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記電源モジュールは、インダクタと、第二制御スイッチと、整流ダイオードと、キャ
パシタと備え、前記インダクタの一端は電源電圧に接続され、前記第二制御スイッチの第
一端は前記インダクタの他端に接続され、前記第二制御スイッチの第二端は接地し、前記
整流ダイオードの正極は前記インダクタの他端に接続され、前記整流ダイオードの負極は
前記バックライト光源の他端に接続され、前記キャパシタの一端は前記整流ダイオードと
前記バックライト光源との間に接続され、前記キャパシタの他端は接地し、前記第二制御
スイッチの制御端は前記第二パルス幅変調信号に接続されることを特徴とする請求項１０
に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記バックライト光源はＬＥＤ列であり、前記ＬＥＤ列の正極は前記電源モジュールに
接続され、前記ＬＥＤ列の負極は前記第一制御スイッチの第二端に接続されることを特徴
とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示分野に関し、特にバックライト用駆動基板及び該バックライト用駆
動基板を備えた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　科学技術の発展に伴って、３Ｄ表示機能と２Ｄ表示機能とを兼備する液晶表示装置が人
々の日常生活に普及している。これらの液晶表示装置は、液晶用駆動基板及びバックライ
ト用駆動基板を備え、液晶用駆動基板はバックライト用駆動基板でバックライト光源の発
光を制御する。バックライト用駆動基板と液晶用駆動基板は精密な同期を確保しなければ
良好な観賞効果を確保することができない。従来技術のバックライト用駆動基板は定電流
駆動チップを備え、定電流駆動チップは液晶用駆動基板からの多重化の制御信号を受信す
る。多重化の制御信号にはチップセレクト信号、クロック信号、データ信号、同期信号、
グランド信号及び３Ｄ／２Ｄ切り替え信号が含まれており、従来技術のバックライト用駆
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動基板で制御する信号が多すぎるので、外界ノイズによって作動の安定性が容易に悪くな
る。
【０００３】
　よって、以上の問題を解決することができるバックライト用駆動基板及び液晶表示装置
を提供する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、バックライト用駆動基板と液晶用駆動基板との間の
信号線を減少させることにより、バックライト駆動基板の信号線の過多によって外界から
のノイズを容易に受けることを防止し、かつ液晶表示装置の作動の安定性を向上させるこ
とができるバックライト用駆動基板及び液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するため本発明は、複数のバックライト光源を駆動するバックライ
ト用駆動基板を提供する。該バックライト用駆動基板は、液晶用駆動基板から表示モード
切り替え信号及び同期信号を受信し、かつ表示モード切り替え信号及び同期信号に基づい
てバックライト光源にそれぞれ対応する第一パルス幅変調信号を生成し、バックライト用
駆動基板と液晶用駆動基板との間にグランド接続されるマイクロプロセッサーと、第一パ
ルス幅変調信号に基づいてバックライト光源に流れる電流のデューティ比を制御する定電
流駆動チップとを備える。
【０００６】
　定電流駆動チップは、表示モード切り替え信号を更に受信し、かつ表示モード切り替え
信号に基づいてバックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【０００７】
　定電流駆動チップは、バックライト光源にそれぞれ対応する比較器及び第一制御スイッ
チを備え、比較器の非反転入力端は表示モード切り替え信号に接続され、比較器の反転入
力端は第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を介して接地し、比較器の出
力端は第一制御スイッチの制御端に接続され、第一制御スイッチの第二端はバックライト
光源の一端に接続され、第一制御スイッチの制御端は第一パルス幅変調信号に接続される
。異なる表示モードにおいて、表示モード切り替え信号は、比較器の非反転入力端が異な
る電圧値を生成することにより、バックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【０００８】
　バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、電源モジュールは、バックライ
ト光源の他端に接続されてバックライト光源に給電する。
【０００９】
　上述した課題を解決するため本発明は、複数のバックライト光源を駆動する他のバック
ライト用駆動基板を更に提供する。該バックライト用駆動基板は、液晶用駆動基板から表
示モード切り替え信号及び同期信号を受信し、表示モード切り替え信号及び同期信号に基
づいてバックライト光源にそれぞれ対応する第一パルス幅変調信号を生成するマイクロプ
ロセッサーと、第一パルス幅変調信号に基づいてバックライト光源に流れる電流の工作状
態を制御する定電流駆動チップとを備える。
【００１０】
　定電流駆動チップは、第一パルス幅変調信号に基づいてバックライト光源に流れる電流
のデューティ比を制御する。
【００１１】
　定電流駆動チップは、表示モード切り替え信号を更に受信し、表示モード切り替え信号
に基づいてバックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【００１２】
　定電流駆動チップは、バックライト光源にそれぞれ対応する比較器及び第一制御スイッ
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チを備え、比較器の非反転入力端は表示モード切り替え信号に接続され、比較器の反転入
力端は第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を介して接地し、比較器の出
力端は第一制御スイッチの制御端に接続され、第一制御スイッチの第二端はバックライト
光源の一端に接続され、第一制御スイッチの制御端は第一パルス幅変調信号に接続される
。異なる表示モードにおいて、表示モード切り替え信号は、比較器の非反転入力端が異な
る電圧値を生成することにより、バックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【００１３】
　バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、電源モジュールは、バックライ
ト光源の他端に接続されてバックライト光源に給電する。
【００１４】
　電源モジュールは、インダクタと、第二制御スイッチと、整流ダイオードと、キャパシ
タとを備え、記インダクタの一端は電源電圧に接続され、第二制御スイッチの第一端はイ
ンダクタの他端に接続され、第二制御スイッチの第二端は接地し、整流ダイオードの正極
はインダクタの他端に接続され、整流ダイオードの負極はバックライト光源の他端に接続
され、キャパシタの一端は整流ダイオードとバックライト光源との間に接続され、キャパ
シタの他端は接地し、第二制御スイッチの制御端は第二パルス幅変調信号に接続される。
【００１５】
　バックライト光源はＬＥＤ列であり、ＬＥＤ列の正極は電源モジュールに接続され、Ｌ
ＥＤ列の負極は第一制御スイッチの第二端に接続される。
【００１６】
　バックライト用駆動基板と液晶用駆動基板との間はグランド接続される。
【００１７】
　表示モード切り替え信号は２Ｄ／３Ｄ切り替え信号である。
【００１８】
　上述した課題を解決するため本発明は、液晶用駆動基板、複数のバックライト光源及び
バックライト用駆動基板を備える液晶表示装置を更に提供する。バックライト用駆動基板
は、液晶用駆動基板から表示モード切り替え信号及び同期信号を受信し、表示モード切り
替え信号及び同期信号に基づいてバックライト光源にそれぞれ対応する第一パルス幅変調
信号を生成するマイクロプロセッサーと、第一パルス幅変調信号に基づいてバックライト
光源に流れる電流の作動状態を制御する定電流駆動チップとを備える。
【００１９】
　定電流駆動チップは、第一パルス幅変調信号に基づいてバックライト光源に流れる電流
のデューティ比を制御する。
【００２０】
　定電流駆動チップは、表示モード切り替え信号を更に受信し、表示モード切り替え信号
に基づいてバックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【００２１】
　定電流駆動チップは、バックライト光源にそれぞれ対応する比較器及び第一制御スイッ
チを備え、比較器の非反転入力端は表示モード切り替え信号に接続され、比較器の反転入
力端は第一制御スイッチの第一端に接続されるとともに抵抗を介して接地し、比較器の出
力端は第一制御スイッチの制御端に接続され、第一制御スイッチの第二端はバックライト
光源の一端に接続され、第一制御スイッチの制御端は第一パルス幅変調信号に接続される
。異なる表示モードにおいて、表示モード切り替え信号は、比較器の非反転入力端が異な
る電圧値を生成することにより、バックライト光源に流れる電流の振幅を制御する。
【００２２】
　バックライト用駆動基板は電源モジュールを更に備え、電源モジュールは、バックライ
ト光源の他端に接続されてバックライト光源に給電する。
【００２３】
　電源モジュールは、インダクタと、第二制御スイッチと、整流ダイオードと、キャパシ
タと備え、インダクタの一端は電源電圧が接続され、第二制御スイッチの第一端はインダ
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クタの他端に接続され、第二制御スイッチの第二端は接地し、整流ダイオードの正極はイ
ンダクタの他端に接続され、整流ダイオードの負極はバックライト光源の他端に接続され
、キャパシタの一端は整流ダイオードとバックライト光源との間に接続され、キャパシタ
の他端は接地し、第二制御スイッチの制御端は第二パルス幅変調信号に接続される。
【００２４】
　バックライト光源はＬＥＤ列であり、ＬＥＤ列の正極は電源モジュールに接続され、Ｌ
ＥＤ列の負極は第一制御スイッチの第二端に接続される。
【発明の効果】
【００２５】
　従来技術と比較してみると、本発明のバックライト用駆動基板１０は、設けられたマイ
クロプロセッサーでパルス幅変調信号を生成し、かつ該信号でバックライト光源の発光を
制御する。したがって、バックライト用駆動基板と液晶用駆動基板との間の信号線を減少
させることができ、バックライト用駆動基板の信号線の過多によって外界からのノイズを
容易に受けることを防止することができ、液晶表示装置の作動の安定性を向上させること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例に係るバックライト用駆動基板を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面と実施例の組み合わせにより本発明を詳細に説明する。
【００２８】
　図１を参照すると、図１は本発明の実施例に係る液晶表示装置を示すブロック図である
。本実施例において、液晶表示装置は、少なくとも、液晶用駆動基板１０と、バックライ
ト用駆動基板１１と、バックライト光源１２とを備える。液晶用駆動基板１０は、表示内
容に基づいて液晶パネル（図示せず）における液晶分子を偏向させるものであり、バック
ライト用駆動基板１１は、バックライト光源１２を制御するとともに液晶用駆動基板１０
に駆動された液晶パネルと共に色々な表示効果を実現することができる。液晶表示装置は
、液晶用駆動基板１０とバックライト用駆動基板１１との精密な同期を確保しなければ、
良好な表示効果を実現することができない。さらに、液晶表示装置は、異なる表示モード
に応じてバックライト光源１２が異なる動作を行うように制御する。
【００２９】
　本実施例において、液晶用駆動基板１０は、同期信号Ｖｓｙｎｃ及び表示モード切り替
え信号Ｔをバックライト用駆動基板１１に出力することにより、バックライト光源１２の
発光がいろいろな表示要求を満たすようにバックライト光源１２を制御する。さらに、液
晶用駆動基板１０とバックライト用駆動基板１１とはグランド線ＧＮＤによってグランド
接続される。本実施例において、バックライト光源１２は複数個であり、バックライト光
源１２はＬＥＤ列であることが好ましい。他の実施例においては、バックライト光源１２
は他の発光素子であってもよい。本実施例において、表示モード切り替え信号Ｔは２Ｄ／
３Ｄ切り替え信号である。
【００３０】
　図２を参照すると、図２は本発明の実施例に係るバックライト用駆動基板を示すブロッ
ク図である。バックライト用駆動基板１１は、少なくとも、マイクロプロセッサー１１１
と、定電流駆動チップ１１２と、電源モジュール１１３と、抵抗Ｒとを備える。
【００３１】
　マイクロプロセッサー１１１は、液晶用駆動基板１０から表示モード切り替え信号Ｔ及
び同期信号Ｖｓｙｎｃを受信し、かつ当該表示モード切り替え信号Ｔ及び同期信号Ｖｓｙ
ｎｃに基づいてバックライト光源１２に対応する第一パルス幅変調信号ＰＷＭ１～ＰＷＭ
ｎを生成する。マイクロプロセッサー１１１は、表示モード切り替え信号Ｔを受信した後
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、その内部の符号化プログラムを読みだすことにより、２Ｄ表示モードと３Ｄ表示モード
に対応する第一パルス幅変調信号ＰＷＭ１をそれぞれ出力する。マイクロプロセッサー１
１１は、２つの信号線によって液晶用駆動基板１０に接続される。マイクロプロセッサー
１１１と液晶用駆動基板１０との間にはグランド線ＧＮＤが更に接続されている。上述し
たとおり、液晶用駆動基板１０とマイクロプロセッサー１１１との間、即ち、液晶用駆動
基板１０とバックライト用駆動基板１１との間に接続線が３つしかないので、接続線の過
多によって外界からのノイズを容易に受けることを防止することができる。
【００３２】
　定電流駆動チップ１１２は、バックライト光源１２の数に対応する比較器Ａ及び第一制
御スイッチＭ１を備える。比較器Ａの非反転入力端は表示モード切り替え信号Ｔに接続さ
れ、比較器Ａの反転入力端は、第一制御スイッチＭ１の第一端に接続されるとともに抵抗
Ｒを介して接地する。比較器Ａの出力端は第一制御スイッチＭ１の制御端に接続され、第
一制御スイッチＭ１の第二端はバックライト光源１２の陰極に接続され、第一制御スイッ
チＭ１の制御端は第一パルス幅変調信号ＰＷＭ１～ＰＷＭｎのうち対応する１つに接続さ
れる。異なる表示モードにおいて、表示モード切り替え信号Ｔは、比較器Ａの非反転入力
端が異なる電圧値を生成することにり、バックライト光源１２に流れる電流の振幅を制御
する。比較器Ａの反転入力端は抵抗Ｒの電圧Ｖ１をフィードバックし、比較器Ａは、非反
転入力端の表示モード切り替え信号Ｔが生成した電圧Ｖ２と電圧Ｖ１とを複数回比較し、
かつ（比較によって得た）色々な結果を第一制御スイッチＭ１に出力する。安定状態にな
るとき、Ｖ１＝Ｖ２になる。上述した構成により、バックライト光源１２に流れる電流の
振幅を調節する。２Ｄ表示モードと３Ｄ表示モードであるとき、バックライト光源１２に
流れる電流の振幅が異なり、表示モード切り替え信号Ｔは電圧値を変えることによってバ
ックライト光源１２の電流の異なる振幅の要求を満たすことができる。本実施例において
、第一制御スイッチＭ１はＮＭＯＳトランジスタであることが好ましく、第一制御スイッ
チＭ１の第一端はドレイン電極あり、第二端はソース電極であり、制御端はゲート電極で
ある。他の実施例において、第一制御スイッチＭ１は他の素子であってもよい。
【００３３】
　定電流駆動チップ１１２は、第一パルス幅変調信号ＰＷＭ１～ＰＷＭｎに基づいてバッ
クライト光源１２に流れる電流のデューティ比も制御する。第一パルス幅変調信号ＰＷＭ
１～ＰＷＭｎは、マイクロプロセッサー１１１が表示モード切り替え信号Ｔ及び同期信号
Ｖｓｙｎｃに応じて生成した矩形波のディジタル信号である。第一パルス幅変調信号ＰＷ
Ｍ１～ＰＷＭｎは、高レベルの場合、自身と接続されている第一制御スイッチＭ１の第一
端と第二端を導通させ、低レベルの場合これを遮断させる。上述した構成により、第一パ
ルス幅変調信号ＰＷＭ１～ＰＷＭｎはバックライト光源１２に流れる電流のデューティ比
を制御し、デューティ比が大きいほどバックライト光源１２に流れる平均電流が大きくな
り、デューティ比が小さいほどバックライト光源１２に流れる平均電流が小さくなる。こ
れによって、バックライト光源１２の明暗を制御する目的を実現することができる。本実
施例において、３Ｄ表示モードにおいて、バックライト光源１２の電流のデューティ比は
２０％に固定され、２Ｄ表示モードにおいて、電流のデューティ比は任意に調節可能な状
態になっている。他の実施例において、バックライト光源１２の電流のデューティ比の調
節範囲として他の範囲を採ってもよい。
【００３４】
　電源モジュール１１３は、少なくとも、インダクタＬと、第二制御スイッチＭ２と、整
流ダイオードＤと、キャパシタＣと備える。インダクタＬの一端は電源電圧に接続され、
第二制御スイッチＭ２の第一端はインダクタＬの他端に接続され、第二制御スイッチＭ２
の第二端は接地している。整流ダイオードＤの正極はインダクタＬの他端に接続され、整
流ダイオードＤの負極はバックライト光源１２の陽極に接続される。キャパシタＣの一端
は整流ダイオードＤとバックライト光源１２との間に接続され、キャパシタＣの他端は接
地され、第二制御スイッチＭ２の制御端は第二パルス幅変調信号Ｐに接続される。第二パ
ルス幅変調信号Ｐは定電流駆動チップ１１２によって生成される。電源モジュール１１３



(8) JP 6122568 B2 2017.4.26

10

はバックライト光源１２に給電する。他の実施例において、電源モジュール１１３は他の
部品によって構成されることもでき、部品同士は別の接続関係を構成することもできる。
本実施例において、電源電圧は２４Ｖであることが好ましい。他の実施例においては、電
源電圧は他の電圧値であってもよい。本実施例において、第二制御スイッチＭ２はＮＭＯ
Ｓトランジスタである。他の実施例において、第二制御スイッチＭ２は他の素子であって
もよい。
【００３５】
　従来技術と比較してみると、本発明のバックライト用駆動基板１０は、設けられたマイ
クロプロセッサーでパルス幅変調信号を生成し、かつこの信号でバックライト光源の発光
を制御することができる。したがって、バックライト用駆動基板と液晶用駆動基板との間
の信号線を減少させることができ、バックライト用駆動基板の信号線の過多によって外界
からノイズを容易に受けることを防止することができ、液晶表示装置の作動の安定性を向
上させることができる。
【００３６】
　以上、本発明の好適な実施例を詳述してきたが、本発明の構成は上記実施例にのみ限定
されるものではない。本発明の明細書及び図面の内容に基づいて創作された同等効果の構
成または変形であれば、他の関連分野に直接的または間接的に応用しても、いずれも本発
明が保護しようとする範囲に属する。

【図１】 【図２】
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